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３
月
議
会
の
最
終
日
、
３
月
26
日
。
提
出
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
の
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

新
年
度
上
越
市
一
般
会
計
予
算
は
、
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
立
場
で
主
張
し
て
き
た
重
要
な
政
策
を
実
現
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
共
産
党
議
員

団
も
賛
成
し
、
全
会
一
致
で
の
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
３
年
連
続
値
上
げ
と
な
る
「
介
護
保
険
特
別

会
計
」
は
、
市
民
負
担
軽
減
の
立
場
か
ら
、
日
本
共
産

党
議
員
団
は
反
対
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
市
民
か
ら

出
さ
れ
た
４
本
の
請
願
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
反
対
多
数
で
採
択
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
無
料
化
な
ど
を
評
価 

  

賛
成
討
論
に
立
っ
た
日
本
共
産
党
議
員
団
の
平
良
木

議
員
は
、
「
（
私
た
ち
議
員
団
が
）
長
年
に
わ
た
り
市

民
生
活
を
守
る
た
め
に
掲
げ
て
き
た
政
策
の
中
で
も
、

特
に
重
視
し
て
き
た
政
策
を
複
数
に
わ
た
り
実
現
す
る

予
算
案
と
な
っ
て
」
お
り
「
こ
の
点
を
高
く
評
価
す

る
」
と
し
て
３
つ
の
施
策
に
つ
い
て
ふ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
ひ
と
つ
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
制
度
の
維

持
と
父
母
負
担
の
無
料
化
で
す
。
合
併
協
議
で
は
、
今

年
度
か
ら
旧
上
越
に
合
わ
せ
有
料
化
す
る
と
し
て
い
た

も
の
で
す
が
、
無
料
化
を
求
め
る
地
域
協
議
会
の
働
き

か
け
や
議
会
で
の
私
や
上
野
議
員
、
柳
沢
議
員
（
市
民

ク
ラ
ブ
）
な
ど
の
質
問
が
実
り
ま
し
た
。
平
良
木
議
員

は
、
「
多
く
の
市
民
の
切
実
な
願
い
に
応
え
、
市
民
本

位
に
修
正
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
こ
の
「
姿
勢
は
き
わ

め
て
重
要
」
だ
と
し
て
評
価
し
ま
し
た
。 

 

２
つ
め
は
「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
集
落
の
暮
ら
し

を
守
り
、
活
力
の
維
持･

向
上
を
図
る
た
め
の
地
域
集

落
支
援
事
業
」
で
す
。
集
落
調
査
の
対
象
を
60
歳
以

上
が
過
半
数
を
占
め
る
集
落
に
ま
で
広
げ
た
こ
と
は
全

国
の
先
進
を
行
く
も
の
で
す
。 

 

３
つ
目
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
引
き
続

く
（
一
般
会
計
か
ら
の
）
法
定
外
繰
入
れ
（
昨
年
度
４

億
３
千
万
円
、
今
年
度
２
億
円
）
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
「
国
保
税
の
値
上
が
り
を
抑
え
た
こ
と
は
、
国
保

加
入
者
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
市
民
へ
の
大
き
な
励
ま

し
」
だ
と
の
べ
ま
し
た
。 

 

民
間
委
託
の
推
進
な
ど
に
懸
念
表
明 

  

平
良
木
議
員
は
そ
の
一
方
で
、
行
政
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
に
道
を
開
く
「
学
校
給
食
の
民
間
委
託
推
進
は

危
険
」
だ
と
懸
念
を
表
明
、
「
根
本
的
な
見
直
し
に
向

け
て
最
大
限
の
努
力
を
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
長
の
公
約
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
検
討
が

進
め
ら
れ
る
（
仮
称
）
厚
生
産
業
会
館
や
新
水
族
館
な

ど
は
市
民
合
意
が
必
要
だ
と
の
べ
、
「
市
民
生
活
を
圧

迫
し
な
い
よ
う
数
年
間
を
見
通
し
た
財
政
計
画
を
提
示

し
た
上
で
の
計
画
策
定
と
す
べ
き
」
で
「
経
済
活
動
の

地
域
内
循
環
を
念
頭
」
に
お
い
て
「
住
民
参
加
で
運
営

で
き
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。 

 

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
統
合
打
ち
出
す 

  

上
越
市
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
検
討
委
員
会
は

31

日
、
市
内
に
あ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
の
現
状
分
析

結
果
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
ま
と
め
、
村
山
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

現
状
分
析
で
は
、
全
体
と
し
て
「
競
合
と
売
上
げ
の

減
少
」
「
施
設
設
置
目
的
の
変
質
」
「
経
営
管
理
体
制

の
ぜ
い
弱
性
」
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
。 

 

個
々
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
分
析
で
は
「
施
設
稼
働
率

は
年
々
悪
化
し
、
売
上
も
減
少
傾
向
」
「
施
設
稼
働
率

が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
広
告
宣
伝
が
不
十
分
」
な
ど

厳
し
い
指
摘
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

同
委
員
会
は
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
必
要
な
経
営

力
・
財
務
力
を
養
う
た
め
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
統

合
（
持
株
会
社
化
）
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

 

シ
リ
ー
ズ 

上
越
市
内
の
橋 

 
 

 
 

 
 

 

第
33
回 

 

虫
川
橋 

 

「
虫
川
橋
」
と
書
い
て
「
む
し
か
わ
ば
し
」
と
読
み
ま
す
。

主
要
地
方
道
飯
山
浦
川
原
線
に
あ
り
ま
す
。
川
は
保
倉
川
。

有
名
な
虫
川
大
杉
は
こ
の

橋
の
南
東
方
向
、
約
４
０

０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
ほ
く
ほ

く
線
虫
川
大
杉
駅
は
す
ぐ

そ
ば
。
駅
構
内
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
は
橋
の
た
も
と
で
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

 

河
川
改
修
し
、
保
倉
川

の
川
幅
は
広
く
、
橋
長
は

約
32
㍍
あ
り
ま
す
。
竣

工
は
１
９
９
０
年
（
平
成

２
年
）
11
月
で
す
。 

 
 

 
 

合
併
後
初
め
て
日
本
共
産
党
議
員
団
も
賛
成 

 ３月３０日、大島区嶺地内の苗代除雪の

現地調査をしてきました。 

 ４月１１日には苗出しをしなければなら

ないというのに積雪はまだ１メートル７０

センチもありました。苗代用地は約３０

アール、全部除雪するのに４０万円ほどか

かるそうです。 

 県や市の除雪費補助が必要不可欠です。 


